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事務事業評価シート
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５．今後の方向性（担当室による内部評価）

（中事業名）※予算書事業名

こども支援センター費

人
工
数

②概算人件費 18,236千円

1.80人 1.80人 1.80人

2.68人 2.68人臨時職員等

職員

名張市こども支援
センターかがやき
の運営管理

名張市こども支援
センターかがやき
の運営管理

名張市こども支援
センターかがやき
の運営管理

3,700千円

2,466 2,466

21,936千円

2.92人

(0千円) 20,719千円 18,236千円

2.68人

21,936千円(0千円) 24,438千円 21,936千円 21,936千円①+②総事業費

2.68人

18,236千円 18,236千円

内
訳

(

千
円

)

国･県支出金

その他（　　　）

地方債

一般財源 (0)

2.07人 1.80人

1,2341,240 1,234 1,234 1,234

担当室名 室長名

3,719千円 3,700千円

2,466

3,700千円 3,700千円

主な事業の
実績・計画

名張市こども支援センターか
がやきの運営管理
・かがやきフェスタ　1回
・子育て講座や講演会　5回
・子育てや子育て支援に関す
る相談　614件
・なばり子育て支援員研修（ボ
ランティアの育成講習会）
・サークルの育成（総会、連協
会議4回実施）
・地域の広場の出前（毎月1回
16広場）と交流会実施
・世代間交流事業の実施(中
高生と赤ちゃんのふれあい体
験・高齢者とのふれあい実
施）

名張市こども支援センターか
がやきの運営管理
・かがやきフェスタの開催予定
・子育て講座や講演会開催予
定
・子育てや子育て支援に関す
る相談実施
・なばり子育て支援員研修実
施
・子育てボランティアやサーク
ルの育成
・地域の広場の出前と交流会
開催予定
・世代間交流事業の実施予定
(中高生と赤ちゃんのふれあ
い体験・高齢者とのふれあい
実施)

H.28年度(作成時予算額)H.27年度（決算見込）

2,479 2,466

①直接事業費

（小事業名）

児童福祉総務費 こども支援センター費

H.31年度(計画予算)H.30年度(計画予算)H.29年度(計画予算)

(H.28)No.

こども支援センター費

総
合
計
画

政 策 互いに認めあい支えあう、健康で安心できる暮らし

基本政策 自立を支える地域福祉の充実

施 策

5155

福祉子ども部 健康・子育て支援室 北森　洋司

事務事業名

担当部局名

5155 (H.27)No.

事業コード 192501会計区分

一般会計

民生費

児童福祉費

子育て・子ども支援

小 施 策

事業目的（めざす効果）

  子育て支援の拠点施設として、親子が出会いを通し
て交流しあえる場、子ども同士が育ちあえる場、市民
の子育て参加の場を提供し、子育て中の親への支援
を図る。

事業内容

H.31年度(事業計画)

名張市こども支援センターかがやきの運営管理
事業内容等については運営委員会において協議し、
子育て支援に関する各種相談事業や研修会を開催す
るとともに、親子が交流できる場を提供している。
○主な事業
　・広場事業　・子育て講座、講演会の開催　・相談事
業　・一時預かり事業調整　・子育てに関わる情報発信
等　・子育てサークル等の育成支援活動

H.29年度(事業計画) H.30年度(事業計画)

地域における子育て支援の充実

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

重点施策コード

H.2７年度（事業量・取組実績） H.28年度（事業量・取組計画）

６．事務事業の取組に関係する主な市の計画具体的な見直し内容・検討内容、継続の理由

検討している・今後可能性がある（※検討内容を記載→）

ばりっ子すくすく計画
多くのボランティアの協力を得ることで相談者が増えつつある状況を踏まえ、様々な事業を展
開していく。また、子育ての不安などを軽減し、少子化への歯止めがかかるよう、支援の中核
的な役割を果たす事業を継続していく必要がある。

地域の広場事業への積極的な参画と各地域の主任児童委員・民生
児童委員・まちの保健室関係者との連携を図りながら取り組む。

地域づくり組織、市民活動団体等との連携･協働は図れないか

４．担当室による事務事業の点検 （*点検等による成果向上や見直しが困難な事業(法令等による義務的経費、災害復旧等緊急事業など)は点検対象外）

 【選択肢】
　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合検討、休止検討、廃止検討、事業完了（予定含む）

継続（現行）

多くのボランティアの協力を得て様々な事業を実施することにより、相
談者が増加し、地域の広場への協力要請も増えている。また、父親の
子育てへの参画も積極的になってきているように見受けられる。その
他、来館者が自ら活動を企画する側に参画する事例も増えている。

点検項目 内容（施策達成への貢献内容、連携･協働の実践･検討内容）

安心して産み育てることのできる子育て環境を整え、子育て・子ども
支援の充実に取り組んでいる。

事業内容や取組成果は、総合計画の施策達成に貢献しているか

Ｂ（いずれかの施策指標達成に貢献又は基本方針達成に貢献）

子育て講座・講演会・相談事業を実施しているが、保護者により興味
をもってもらえるようニーズに沿った内容を検討していく。また、ボラン
ティアの協力が不可欠であるため、育成を充実させていく。その他、
関係機関との連携を強化し、それぞれの役割の整合性を図ることが
必要である。

考察（H.27年度の取組評価、課題） 今後の対応方針（課題解決への取組、工夫・改善の内容）


